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市
で
は
、登
米
市
の
魅
力
や
産

業
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
冊
子『
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か

え
り
モ
ネ
」×
登
米
市（
子
ど
も

版
）』を
作
成
し
、７
月
に
は
、市
内

の
各
学
校
を
通
し
て
、小
・
中
・
高

校
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、Ａ
４
サ
イ
ズ
の
16

ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、ド
ラ
マ
の
ヒ

ロ
イ
ン
で
あ
る
清
原
果か

耶や

さ
ん
が

表
紙
。児
童
と
生
徒
に
向
け
た
清

原
さ
ん
か
ら
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
ら
始
ま
り
、「
お
か
え
り
モ

ネ
」の
番
組
情
報
、気
象
予
報
士
と

登
米
市
の
林
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、マ
ン
ガ
な
ど
で
紹
介
し
、子

ど
も
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
で

掲
載
し
ま
し
た
。

　

冊
子
の
発
行
に
伴
い
、７
月
８

日
に
は
、佐
沼
小
学
校
で「
ふ
る
さ

と
登
米
市
の
魅
力
を
見
つ
け
て

紹
介
し
よ
う
」を
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
実
施
。同
校
の
４
年
生

１
１
０
人
を
対
象
に
、市
職
員
が

登米市の魅力をもっと知りたい

　今まで、登米市に住んでいると当た
り前にあると思っていた長沼フートピ
ア公園などの建物が、登米市に住んで
いない人たちにとっては珍しく、魅力
があると知りました。
　総合的な学習の時間の話の中では、
林業についての話が一番印象に残って

います。登米市にたくさんある木も、一
本一本が何十年という長い年月をかけ
ながら成長していると聞いて、驚きま
した。
　これからもっと登米市の魅力や建物
などについて、勉強していきたいと思
います。

　総合的な学習の時間で話を聞いて、
生まれてから今まで登米市に住んでい
ても、知らないことがいっぱいあるん
だと感じました。
　特に、登米市の林業で採れた木の量
が、宮城県の林業の中でも多いのだと
いうことを初めて知って、とても驚き

ました。
　１年生のときに、歴史博物館に行っ
たことはあったけれど、その他にもい
ろいろな施設があるということも初め
て知りました。
　いつか登米市をもっと知るために
行ってみたいと思います。

いろいろな施設に行ってみたい

講
師
を
務
め
、今
回
作
成
し
た
冊

子
と
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、市
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

に
講
話
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、「
伊
豆
沼
・
内
沼
」

「
林
業
」「
能
舞
台
・
登
米
能
」「
畜

産
」を
中
心
に
、市
の
観
光
や
産
業

に
つ
い
て
説
明
。児
童
は
、「
お
米

は
ど
れ
く
ら
い
採
れ
る
ん
で
す

か
」「
登
米
産
の
仙
台
牛
は
何
㌔
く

ら
い
採
れ
る
ん
で
す
か
」「
採
れ
た

お
肉
で
は
ど
ん
な
料
理
が
作
れ
ま

す
か
」「
１
年
間
に
何
本
の
木
を

切
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」な
ど
、積

極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、今
回
作
成
し
た
冊
子

『
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ

ネ
」×
登
米
市（
子
ど
も
版
）』の
ほ

か
、「
同（
観
光
版
）」、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
ス
テ
ラ
特
別
編
集
版

「
登
米
市
紀
行
」』を
、コ
ロ
ナ
禍
で

帰
省
で
き
な
い
本
市
出
身
者
や
観

光
に
来
ら
れ
な
い
市
外
在
住
者
を

対
象
に
、無
料（
送
料
を
含
む
）で

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）
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東
京
五
輪
ボ
ー
ト
競
技
出
場
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
チ
ー
ム
が
７
月
10
か

ら
19
日
ま
で
、長
沼
ボ
ー
ト
場
で

事
前
合
宿
を
実
施
。感
染
症
対
策

と
し
て
、選
手
団
の
移
動
は
長
沼

ボ
ー
ト
場
と
宿
泊
施
設
の
往
復
に

限
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
日
に
開
か
れ
た
歓
迎
式
に

は
、選
手
と
ス
タ
ッ
フ
計
35
人
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
チ
ー
ム
と
市
の
関
係

者
ら
約
20
人
が
出
席
。熊
谷
市
長

は「
感
染
対
策
の
た
め
人
数
は
絞

り
ま
し
た
が
、市
民
全
員
で
応
援

さ
せ
て
も
ら
う
。素
晴
ら
し
い
合

宿
と
な
る
よ
う
支
援
し
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
、出
迎
え
ま
し
た
。

　

10
日
間
の
事
前
合
宿
を
終
え
た

19
日
に
は
、宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ

ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
で
壮
行
式

を
開
催
。ポ
ー
ラ
ン
ド
ボ
ー
ト
協

会
の
リ
シ
ャ
ル
ド
・
ス
タ
ド
ニ
ュ

ク
会
長
は「
あ
っ
と
い
う
間
の
10

日
間
。食
事
も
ホ
テ
ル
も
最
高
で

し
た
。こ
の
合
宿
は
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
覚
え
て
い
る
。優
勝
で
き

た
ら
、自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は

な
く
、登
米
市
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、ポ
ー
ラ

ン
ド
チ
ー
ム
全
員
が
声
を
そ
ろ

え
、「
あ
り
が
と
う
」と
、関
係
者
に

日
本
語
で
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

事
前
合
宿
を
終
え
、東
京
五
輪

に
出
場
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
チ
ー
ム

は
、女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
銀
メ

ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

子どもたちからの
メダル励みに頑張る

フレンドリーで優しい
登米市の皆さんに感謝

女子クォドルプル 男子クォドルプル

　

東
京
五
輪
に
向
け
、登
米
市
で

事
前
合
宿
を
行
っ
て
い
た
ボ
ー
ト

競
技
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
選
手
と

北
方
小（
成
瀬
陽よ

う

子こ

校
長
、児
童

１
６
４
人
）児
童
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
が
７
月
13
日
、市
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、選
手
が
滞
在
す
る
市

内
の
ホ
テ
ル
と
北
方
小
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
ぎ
、同
小
５
、６
年
の
児

童
55
人
と
選
手
６
人
が
交
流
。児

童
た
ち
が
折
り
紙
で
作
っ
た
金
メ

ダ
ル
を
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
渡
す

と
、モ
ニ
タ
ー
越
し
に
選
手
た
ち

が
ス
タ
ッ
フ
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
一
日
の
練
習
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
」「
長
沼

で
練
習
し
た
感
想
は
」な
ど
質
問

を
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、児
童
全
員
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
国
旗
を
振
り
な
が
ら
、ポ
ー

ラ
ン
ド
語
で「
頑
張
れ
ポ
ー
ラ
ン

ド
」と
声
援
を
送
り
、選
手
は
贈
ら

れ
た
金
メ
ダ
ル
を
掲
げ
な
が
ら
、

五
輪
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

Interview

1ポーランド国旗を振り、エールを送る北方小児
童2金メダルを受け取り活躍を誓うポーランド
ボートチーム選手3オンラインで質問する児童
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市観光シティプロモーション課の職員と地域おこし協力隊員
が、ライブ配信で登米市の魅力をＰＲしました。

　登米市と仙台育英学園（加藤雄
た け

彦
ひ こ

理事長）による「協
定締結式」は７月29日、市役所迫庁舎で開かれ、同学園
東和蛍雪校舎開設に関する協定を結びました。
　協定により、旧鱒淵小校舎を同学園の東和蛍雪校舎
として開設し、生徒と教職員の研修や留学生の介護士
育成のための授業、卒業生の功績物の集約展示などに
活用されます。加藤理事長は「2000年に本校の登米学習
センターを開設するなど、長く関わりのある登米市と
新たな協定を結べたことに感謝している。通信環境な
ど施設設備を整え、ICT 交流などでも活用していきた
い」と今後の施設運営について述べました。

加藤理事長（右）と熊谷市長。熊谷市長は「未来に羽ばたく人材を
育成できる校舎になることを願っている」と話しました。

　登米市、栗原市、岩手県一関市、平泉町の４市町連携
移住イベント「宮城・岩手横断オンラインライブ！」
は７月３日、それぞれの市町を中継先の会場として
開かれ、暮らしに関する情報や地元ならではのグル
メレポートなど、4 市町の魅力を一度に届ける番組を
YouTube で配信しました。
　登米市は、長沼ボート場クラブハウスから長沼フー
トピア公園の風車を背景に中継。イベントでは、４市町
別にクイズを出題し、正解者には抽選で地元の特産品

「伊豆沼農産の３種のウインナーとミートケーゼ・リ
ングフランク詰合せ」をプレゼントしました。

　「『みやぎの明治村』とよま観光案内人倶楽部と気仙
沼コンベンション協会観光ガイド合同勉強会」は７月
４日、市内各地の観光施設などで開かれ、登米市と気仙
沼市の観光ガイド15 人が参加しました。
　勉強会は、「おかえりモネ」の放送を機に両市のガイ
ドが交流することで、連携しながら両地域の観光の活
性化を図る取り組みとして実施。市内の観光施設など
を見学した後、遠山之里で意見交換をしました。ガイド
たちは「放送後のガイド方法の変化は」、「放送前と比べ
どのような観光客が増えたか」など、どのようなガイド
の仕方が求められているのかを確認し合いました。

登米市から７人、気仙沼市から８人のガイドが参加。森林セラピ
ーロードなど市内の案内をしながら交流を深めました。

小野寺氏は「コロナ禍における国の農業政策」について講演。出
席者たちは自身の農業経営に関し、活発な質疑をしていました。

　「衆議院議員小野寺五典氏との農業政策に関する意
見交換会」（登米市認定農業者連絡協議会主催、髙橋幸

こ う

三
ぞ う

会長）は７月17日、若鮨はさま館で開かれ、市内認定
農業者34人が参加しました。
　意見交換会は、農業経営の維持、発展のため、農政に
関する情報を交換し、経営に生かすことが目的。出席者
からの飼料用米の不足や販売促進の環境づくりなどの
質疑に、国会議員の小野寺五

い つ

典
の り

氏が全国の事例を交え
ながら最新の農業政策について説明しました。髙橋会
長は「生産者を考えた政策活動をしている小野寺氏と
の意見交換を農業経営につなげたい」と話しました。

奏海の杜の代表である太齋京
きょう

子
こ

さんは、興味のある人たちと一
緒に楽しみたいと話します。

　「お金って大事!?」をテーマにした学習支援事業（奏
海の杜主催）が７月20日、登米町の交ゆう館かなみで開
かれました。
　交ゆう館かなみは、学びと交流を目的とした新拠点
を今年６月に開所。健全で安全な社会の実現と障がい
者福祉の支援活動拡充を目指して、毎月１回、さまざま
なテーマで学習支援をしています。当日は、施設職員な
どが、金銭感覚をクイズ方式でチェックしながら、お金
から連想する言葉やお金のイメージを紙に書き、参加
者は互いの考えを共有。話し合いを通じて交流を深め
ました。

　「伊豆沼・内沼はすまつり」が、７月25日から８月22日
まで開催されています。
　伊豆沼は、深さが1.4㍍と遠浅な地形。日本一といわ
れるハスの群生を含め自然資源の宝庫の沼で、最もハ
スが咲く早朝は特に素晴らしい風景が楽しめます。小
型遊覧船を運転する髙山勝

か つ

之
ゆ き

船長は、「今年はこれまで
にないくらいハスの状態が良くて、花がとてもきれい
に咲き、最高の景色の年。お客さんもたくさん来てくれ
てうれしい」と笑顔で話しました。乗船中は記念撮影の
時間もあり、一面に咲いたハスの花に囲まれて優雅な
時間を堪能できます。

小型遊覧船は全部で5艇。１回の周遊時間は約25～30分で、ゆ
っくりとハスの鑑賞を楽しむことができます。
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◉▼（
父
系
群
・
３
頭
１
組
）＝
石
越

町
和
牛
改
良
組
合（
ゆ
り
ふ
く
号

／
千
葉
美
芳
・
ゆ
り
ひ
さ
号
／
佐

藤
宜
克
・
ち
ゃ
っ
ぴ
い
号
／
武
内

和
義
）

◉▼
１
区（
若
雌
の
１
）＝
も
も
え
号

／
伊
藤
博
幸（
迫
町
）

▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝
ぺ
こ
ち
ゃ

ん
号
／
船
島
一
芳（
中
田
町
）

▼
３
区（
経
産
）＝
さ
い
ぜ
ん
れ
つ

号
／
小
野
寺
正
人（
迫
町
）

▼
４
区（
父
系
群
・
３
頭
１
組
）＝

石
越
町
和
牛
改
良
組
合（
ゆ
り
ふ

く
号
／
千
葉
美
芳
・
ゆ
り
ひ
さ
号

／
佐
藤
宜
克
・
ち
ゃ
っ
ぴ
い
号
／

武
内
和
義
）

◉▼
１
区（
若
雌
の
１
）＝
す
ぷ
ら
い

と
号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム
・
め
ぐ

ふ
く
ひ
さ
号
／
及
川
養
治
郎（
米

山
町
）

▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝
さ
ち
こ
２

号
／
小
野
寺
正
人（
迫
町
）、お
く

さ
く
ら
号
／
Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中
田
町
）

▼
３
区（
経
産
）＝
だ
い
か
つ
ひ
ろ

号
／
星
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）

▼
４
区（
父
系
群
）＝
迫
町
和
牛
改

良
組
合（
き
た
ふ
く
ひ
さ
号
／
新

田
剛
姿
、さ
ち
こ
２
号
／
小
野
寺

正
人
、か
つ
ふ
く
号
／
岡
田
健
雄
）

◉▼
１
区（
若
雌
の
１
）＝
し
げ
さ
く

ら
号
／
千
葉
典
則（
中
田
町
）、ひ

ろ
ざ
く
ら
３
号
／
飯
塚
忠
信（
迫

町
）、ま
い
号
／
中
川
大
志（
豊
里

町
）

▼
２
区（
若
雌
の
２
）＝
か
つ
ふ
く

号
／
岡
田
健
雄（
迫
町
）、ゆ
り
ひ

さ
号
／
佐
藤
宜
克（
石
越
町
）、や

よ
い
号
／
高
橋
徹（
南
方
町
）

▼
３
区（
経
産
）＝
か
な
の
こ
号
／

チ
バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）

▼
４
区（
父
系
群
）＝
南
方
町
和
牛

改
良
組
合（
や
よ
い
号
／
高
橋
徹
、

　

医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
間
は
、交
付
し
た
年
の
10
月

１
日
か
ら
翌
年
９
月
30
日
ま
で
の

１
年
間
で
す
。
受
給
要
件
を
満
た

す
人
に
は
、
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、所
得
基
準
額
を
超
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、受
給
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
っ
た
人
に
は
、そ
の
旨
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
場
合

は
、受
給
要
件
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉

確
定
申
告
、住
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す

◉

同
意
書（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
照
会
）、ま
た

は
所
得
証
明
書（
扶
養
人
数
や
税

控
除
額
が
分
か
る
も
の
）の
提
出

が
必
要
で
す子

ど
も
医
療
費
助
成
、

障
害
者
医
療
費
助
成
、母
子・
父
子

家
庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、

指
定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

９
月
10
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
担
当
部
署

で
配
布
し
ま
す
。申
請
に
関
す
る

詳
細
は
、担
当
部
署
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

❶
❷
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和

７
年
３
月
31
日

❸
〜
11
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令

和
９
年
３
月
31
日

市
の「
公
の
施
設
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
」で
、書
類

お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
実
施

し
、各
施
設
の
管
理
運
営
に
最
も

適
し
た
団
体
を
候
補
者
に
選
定
し

ま
す
。そ
の
後
、市
議
会
で
の
承

認
を
受
け
、指
定
管
理
者
に
指
定

し
ま
す

総
務
部
財
政
経
営

課（
ス
マ
ー
ト
行
政
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
５
９

☎

☎

者
９
社
、技
術
者
10
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◉▼
阿
部
建
設（
阿
部
一
男
）＝
阿
部

勤
▼
佐
々
重（
佐
々
木
重
一郎
）＝
猪

股
ヤ
ス
子
▼
佐
々
重（
佐
々
木
重
一

郎
）＝
髙
橋
義
之
▼
島
津
組（
島
津

典
子
）＝
鈴
木
く
み
子

　

令
和
２
年
度
に
完
成
し
た
優
良

な
工
事
の
施
工
業
者
、技
術
者
の
表

彰
式
が
７
月
21
日
、迫
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、他
の
模
範
と
な
る

工
事
の
施
工
業
者
、技
術
者
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、施
工
意
欲
を

高
め
、工
事
の
質
的
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
。

　

令
和
２
年
度
に
完
成
し
た
工
事

か
ら
10
件
を
選
出
し
、市
施
工
業

　

市
畜
産
共
進
会
が
７
月
8
日
、

南
方
農
畜
産
物
集
出
荷
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、地
域
の
家
畜
改
良

意
欲
の
高
揚
や
、飼
養
管
理
技
術

の
向
上
と
普
及
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
共
進
会
に
は
、延
べ
52
頭

が
出
品
。上
位
入
賞
牛
は
県
共
進

会
の
出
品
牛
候
補
に
な
り
ま
す
。  

　

結
果
は
次
の
通
り
。

▼
鈴
亀
建
設（
鈴
木
隆
一）＝
佐
藤
順

一▼
大
伸
建
設（
佐
藤
剛
）＝
高
橋

章
喜
▼
門
間
工
務
店（
門
間
幸
一
）

＝
門
間
和
幸
▼
菅
慶（
菅
原
慶
一
）

＝
阿
部
重
直
▼
日
新
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン（
鈴
木
哲
也
）＝
木
川
田
秀
男
▼

渡
辺
商
事（
渡
邊
潤
）＝
佐
々
木
卓

哉

契
約
検
査
室（
検

査
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
７

　
「
登
米
市
感
謝
状
贈
呈
式
」は

７
月
５
日
、小
澤
道み

ち

孝た
か

氏
の
自

宅
で
開
か
れ
、熊
谷
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
澤
氏
は
県
外
の
病
院
勤
務

を
経
て
、昭
和
48
年
に
米
山
町

中
津
山
に
小
澤
医
院
を
開
院
。

今
年
５
月
の
閉
院
ま
で
地
域
の

診
療
所
と
し
て
住
民
か
ら
親
し

ま
れ
、予
防
接
種
事
業
や
乳
幼

児
健
診
、休
日
当
番
医
な
ど
多

年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
ら
住
民
の
先
頭
に

立
ち
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
。

地
域
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く

り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

小
澤
氏
は「
80
歳
を
区
切
り

と
考
え
て
い
た
。こ
れ
か
ら
若

い
医
師
へ
助
言
な
ど
を
行
い
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

大
坂
國く

に

通み
ち

市
医
師
会
長
は

「
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。後
輩
の
１
人
と
し
て

さ
び
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
先
輩
と
し
て
地
域
の
医
師

を
見
守
っ
て
ほ
し
い
」と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

や
す
の
号
／
高
橋
健
一
、
し
げ
ひ

め
号
／
三
浦
実
）

◉▼
第
１
位
＝
迫
町
和
牛
改
良
組
合

▼
第
２
位
＝
中
田
町
和
牛
改
良
組

合▼
第
３
位
＝
石
越
町
和
牛
改
良
組

合❶
肉
用
牛
の
部
／
９
月
８
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
20
分

❷
乳
用
牛
の
部
／
９
月
22
日（
水
）

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
０
時
20
分

❸
肉
豚
の
部

▼
10
月
６
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

▼
10
月
７
日（
木
）（
終
日
）

▼
10
月
８
日（
金
）午
前
８
時
〜
11

時
30
分

❶
❷
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市

場（
美
里
町
）

❸
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社（
米
山

町
）

宮
城
県
畜
産
協
会

☎
０
２
２（
２
９
８
）８
４
７
５
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教
育
部
文
化
財
文
化
振
興
室

は
、令
和
３
年
9
月
1
日
よ
り
中

田
庁
舎
か
ら
登
米
市
歴
史
博
物
館

へ
移
転
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

※
施
設
休
館
日
も
文
化
財
文
化
振

興
室
は
業
務
し
て
い
ま
す

　

鈴
木
香
さ
ん（
迫
町
・
再
任
）、

只
野
信
子
さ
ん（
中
田
町
・
再
任
）、

林
忠
市
さ
ん（
米
山
町
・
再
任
）、

三
浦
隆
悦
さ
ん（
南
方
町
・
再
任
）

が
７
月
１
日
付
け
で
、法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
ら
、一

人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

毎
年
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の

日
」で
す
。市
で
は「
下
水
道
の
日
」

行
事
の
一
環
と
し
て
、下
水
道
事

業
の
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。採
用
さ
れ

た
人
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
つ
い
て
、

著
作
権
お
よ
び
そ
の
他
一
切
の
権

利
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま

す

任
意
の
様
式
に
▼
下

水
道
事
業
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

▼
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
▼

電
話
番
号
を
記
載
し
、経
営
総
務

課
ま
で
郵
送
・
持
参
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
９
月
17
日（
金
）必
着

上
下
水
道
事
業
運
営

審
議
会
で
最
優
秀
作
品
１
点
を
選

考
し
ま
す

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

死suidosom
u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

市
内
に
は
、も
の
づ
く
り
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
で
優
れ
た

産
業
が
あ
り
、皆
さ
ん
の
身
近
に

あ
る
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
企
業
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、市
で
は
市
内
企
業

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

企
業
紹
介
動
画
を
作
成
し
て
、
市

内
の
高
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画

投
稿
サ
イ
ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
な
ど
に
助
成
し
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業
で

す
。

　

本
年
度
の
募
集（
見
込
み
）の
詳

細
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
室（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、本

年
度
執
行
予
定
の「
第
49
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
宮
城
県
知
事

選
挙
」の
投
票
立
会
人
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
と
投
票
日

の
投
票
所
で
有
権
者
の
代
表
と
し

て
公
正
に
投
票
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
い
た
だ
き
ま
す
。

※
な
お
、従
事
期
間
や
時
間
な
ど

の
詳
細
は
、選
挙
の
日
程
が
決
ま

り
次
第
、投
票
立
会
人
の
応
募
者

へ
、別
途
ご
連
絡
し
、調
整
し
ま
す

❶
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
❷
明
る
い
選

挙
の
推
進
に
理
解
が
あ
る
人

選
挙
長
な
ど
の
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
支
給

❶
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

（
１
回
／
９
６
０
０
円
）

❷
投
票
日
当
日
投
票
所
の
投
票
立

会
人（
１
回
／
１
０
９
０
０
円
）

１
投
票
所
に
２
人
ず
つ

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合

は
、市
選
挙
管
理
委
員
会
で
選
考

し
ま
す
。選
考
結
果
は
、応
募
者
全

員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す

所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、各
総
合

支
所
市
民
課（
地
域
振
興
係
）に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、

各
総
合
支
所
と
選
挙
管
理
委
員
会

（
迫
庁
舎
３
階
）に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。ま
た
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

９
月
10
日（
金
）

市
選
挙
管
理
委
員

会（
選
挙
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
９
８　

◉▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、カ
ラ

オ
ケ
な
ど
＝
１
１
０
万
円

▼
テ
ン
ト
、横
幕
、発
電
機
な
ど
＝

２
５
０
万
円

▼
カ
ラ
オ
ケ
、エ
ア
コ
ン
な
ど
＝

１
４
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎

の
で
、 

学
生
の
皆
さ
ん
な
ど
の
就

職
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
市
内
企
業
の
う
ち
、掲
載
の
希

望
が
あ
っ
た
企
業
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

市
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
、道
路
の
損
傷
な

ど
、不
具
合
箇
所
の
位
置
や
現
場
の

状
況
を
い
つ
で
も
通
報
で
き
る「
市

民
通
報
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
て
い

ま
す
。

▼
専
用
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド・

ユ
ー
ザ
ー
登
録
❶
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ

端
末
は「
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
Ｐ
ｌａｙ
ス
ト

ア
」、ｉ
Ｐ
ｈｏｎｅ
端
末
は「
Ａ
Ｐ
Ｐ 

Ｓ

ｔｏｒｅ
」か
ら「
Ｆ
ｉｘ 

Ｍｙ 

Ｓ
ｔｒｅ

ｅ
ｔ
」で
検
索
し
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
❷
ア
プ
リ
を
起
動
し
て
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
や
氏
名
な
ど
の
必
要
事

項
を
入
力
し
、ユ
ー
ザ
ー
登
録

▼
投
稿
方
法
❶
道
路
で
不
具
合
を

発
見
し
た
ら
ア
プ
リ
を
起
動
❷
不

具
合
の
あ
る
箇
所
の
写
真
を
撮
り
、

コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
て
送
信

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
投
稿

な
ど
に
か
か
る
通
信
料
は
、利
用
者

の
負
担

※
市
で
投
稿
内
容
を
確
認
の
上
、

対
応
し
た
内
容
や
状
況
を
随
時
ア

プ
リ
内
で
更
新
し
ま
す
の
で
、手
軽

に
対
応
状
況
を
確
認
で
き
ま
す

▼
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も
の
や

内
容
が
不
適
切
と
判
断
し
た
も
の

な
ど
は
、市
で
修
正
・
削
除
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

▼
道
路
に
関
す
る
不
具
合
が
対
象

の
た
め
、そ
れ
以
外
の
整
備
要
望
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん

▼
道
路
の
穴
や
倒
木
な
ど
、緊
急
を

要
す
る
場
合
は
、各
総
合
支
所
ま

た
は
建
設
部
建
設
総
務
課
ま
で
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊐
☎

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊎

㊎

㊋

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
、不
安
な
こ

と
を
相
談
く
だ
さ
い
。助
産
師
が

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

９
月
21
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
電
話
予
約
必
要
）

※
相
談
日
は
開
催
日
以
外
に
も
調

整
で
き
ま
す

◉

９
月
22
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分米山

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
＆
ママ
ス
ト
レ
ッ
チ

◉

８
月
26
日（
木
）、９
月
30
日

（
木
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

母
子
手
帳
、筆
記
用
具

◉

８
月
30
日（
月
）、９
月
14
日

　市では、ヤフー株式会社との協定に基づき、「Yahoo！防災速報」を活用し、避難所の開設情報や災害
時の注意喚起情報などの「自治体からの緊急情報」を配信しています。
　スマートフォンを持っている人は、緊急告知ラジオやメール配信サービスなどの従前からの情報伝達手段
と併せて、ご利用ください。
※「Yahoo！防災速報」は、緊急地震速報や豪雨予報、避難情報などの情報を提供するスマートフォンア
プリです

【

☎

■

■

☎

 ▶

（
火
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

【

親
子
手
帳・筆
記
用
具

午
前
９
時

〜
午
後
5
時

※
専
門
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す

◉

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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迫
　「防犯呼びかけ並びに自転車安全点検」（迫地区防犯指導
隊主催、菅原精

せい

一
いち

隊長）は7月14日、佐沼高校（狩野秀
ひで

明
あき

校
長、生徒692人）正門前で実施され、佐沼高生ほか関係者約
20人が参加しました。
　防犯呼び掛けは、市内で不審者による声掛け事案などが
多数発生していることから啓発活動の一環として実施。の
ぼり旗などを使用して登校する生徒に不審者や自転車の盗
難に気を付けるよう呼び掛けました。

登米
　「登米中学校運動会」は7月10日、登米中学校（飯川弘

ひろ

芳
よし

校長、生徒96人）で開かれ、全校生徒が参加しました。
　運動会は、全校生徒が赤青の二つの組に分かれ、リレーや
綱引き、応援合戦などで競い合ったほか、とよま囃子を披露
しました。競技を通じて、相手に負けまいとする一生懸命な
姿や仲間の健闘を思う声援から熱意や若々しい友情が伝
わってきました。とよま囃子の披露では、全校生徒が団結し
た演技を披露しました。

東和
　「川釣り教室」（米川地域振興会主催、佐藤裕

ゆう

孝
こう

会長）は７
月５日、二股川と綱木沢川で開かれ、米川小学校（鈴木淳

すなお

校
長、児童67人）の児童15人が参加しました。
　教室は、地域資源に触れ、地元へ愛着を持ってもらうこと
を目指した米川愛着プロジェクトの一環として実施。初め
はなかなか釣れずに我慢が続きましたが、魚が釣れるたび
に子どもたちから歓声が上がりました。子どもたちは「釣り
は難しいけど、楽しかったです」と笑顔を見せました。

中田

豊里
　「第17回豊里町シニアスポーツ大会ペタンク大会」（豊
里町老人クラブ連合会主催、飯田功

いさお

会長）は7月21日、鴇波
ゲートボール場で開かれ、町内の老人クラブから21チー
ム、110人が参加しました。
　ペタンクは、南フランス発祥の球技で、６から10㍍先の
目標球「ビュット」を狙って金属製の球を投げ合い、相手よ
りも何個ビュットへ近づけるかを競うゲームです。参加者
らは一投ごとに一喜一憂し熱戦を繰り広げました。

石越
　「若者井戸端会議」（石越コミュニティ運営協議会主催、菅
原健

けん

一
いち

会長）は７月２日、石越公民館で開かれ、石越出身者
や在住者15人が参加しました。
　会議は、気軽な気持ちで話し合いながら、若者の発想でこ
れからの石越地区の在り方を考えることが目的。参加者は
グループごとに地域の課題や観光資源の発見、新しい地域
おこしのイベントのアイデアを出すなど、石越地区の将来
について熱の入った意見を交換し合いました。

津山
　「津山中学校防災学習フィールドワーク」（千坂佳

か

織
おり

校長、
生徒84人）は７月14日、町内各地区において開かれ、同生
徒84人と行政区長など約20人が参加しました。
　同授業は平成21年台風第18号や令和元年東日本台風な
どにより発生した洪水被害に対する防災教育として、地域
と生徒が連携して取り組んでいます。生徒たちは「どこから
水がきたのですか」、「当日はどんな様子でしたか」など真剣
に聞き取りし防災マップを作製しました。

米山
　「令和３年度登米市水防訓練」は７月４、11の両日、宮城
県迫川防災ステーション（米山町西野字西野前地内）で実
施され、登米市消防団（菅原英

ひで

義
よし

団長、団員1311人）の団員
80人が参加しました。
　訓練は、近年大規模化する水害に対応するために実施。消
防団米山支団からは７月４日午後の部に団員９人が参加
し、市消防士からの指導を受けながら土のう作成や土のう
を使った水防工法訓練に励みました。

南方
　「地域美化活動」（南方ナーシングホーム翔裕園主催、佐々
木亀

き

一
いち

郎
ろう

施設長）は７月16日、砥落地区において実施され、
同施設職員10人が参加しました。
　同施設は昨年開園15周年を迎え、記念行事として各種の
地域イベントを企画。コロナ禍でイベントが中止となった
ことから、今春から地域への奉仕活動をしています。参加職
員は「地域の皆さんに支えられていることへの感謝として、
さまざまな形で恩返しを続けたい」と話しました。

TOWNS TOPICS

　宝江地区の「交通死亡事故抑止功労表彰」は７月２日、迫
公民館で開かれ、登米市交通安全対策協議会と佐沼警察署
から宝江コミュニティ運営協議会（千葉光

みつ

夫
お

会長）に褒状が
贈られました。
　同地区は、７月１日に交通死亡事故ゼロ3500日を達成。
千葉会長は「表彰されたことは関係する皆さんの大きな励
みになる。今後も交通死亡事故ゼロを交通安全の柱とし、新
たな気持ちで努力していく」と述べました。
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Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

▼貸出冊数･･･1人につき、1館（室）10冊まで
▼貸出期間･･･14日間

　図書を借りるには、利用者登録が必要です。市
内に在住、在勤、在学している人であれば、誰で
も登録ができますので、登録する人を確認でき
る免許証などを持って、市内図書館（室）の窓口
で手続きをしてください。
図書館（室）共通で利用できる利用者カードを発
行します。

　登米市内図書館（室）では、読みたい本が貸し
出し中の場合は、予約することができます。電話
で予約していただくか、図書館（室）に備え付け
の「リクエストカード」に記入し、窓口に提出し

てください。
　予約された本が返却され、貸し出しできるよ
うになったら、図書館（室）から電話で連絡しま
す。
　また、市内図書館（室）に読みたい本があるか
探したい場合は、市公式ホームページから蔵書
検索できますので、ご利用ください。

　認知症は、脳の病気や障がいなどさまざまな原因により、認
知機能が低下し、日常生活全般に支障が出てくる状態のこと
をいい、年を取るほどなりやすくなります。
　認知症になっても希望をもって日常生活を過ごせる社会を
つくっていくことが重要です。
　また、若くても、認知症を発症することがあります。65歳未
満で発症した認知症を若年性認知症といいます。若年性認知
症者の数は３万5700人と推計されています。
　 認知症の理解を深め、正しい知識を学び、介護家族と本人
への支援を考え、認知症になっても安心して暮らせる地域づく
りを目指しましょう。

　認知症について正しく理解し、地域や職場で認知症の人や
その家族を見守り、寄り添い、支え合えるように応援する「認知
症サポーター」を養成します。

▲

個人＝下記の日程で開催します。どなたでも無料で参加でき
ますので気軽にご参加ください。▲

団体（5人以上）＝随時開催しますので、各包括支援センター
に連絡ください。日程を調整します。

福祉事務所長寿介護課（地域包括支援係）
☎0220（58）5551

☎

☎

☎

☎

☎

☎
☎
☎
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Dream
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2020年11月８日・2017年10月６日生まれ
南方町・沢田　修さんの次女・長女

ちゃん（９カ月）・ ちゃん（３歳）

いつも家族みんなを笑顔にしてくれ
てありがとう。これからも姉妹仲良
く、元気に育ってね。

Young
Monthly Hot Communication

　177㌢でA型です。
　中田町にある北流園芸で、洋花や

お供え用の花束を作る加工業務などを担当
しています。高校３年の時に専攻学習をとお
して草花の分野を学んだので、知識を生かす
ことができるこの仕事に就きました。気温の
高い時期は花の傷みが早いので、通気性に気
を配るなど季節ごとに気を付けなくてはい
けないことがありますが、自分が組み合わせ
た花束を手に取った人からの「この花きれい
だね」という声がとても励みになっています。

　のんびりしていると思いま
す。友達からは、穏やかで優しい性格だと言
われます。

彼女と買い物やドライブに出掛
けたりすることが多いです。お互いに写真が
好きなので、足を運んだ先で良い撮影スポッ
トを見つけては写真を撮っています。

　父の影響もあり車が好きなので、
ラリーやドリフトなどいろいろなカテゴリ
のカーレースの動画を見ています。

　優しくて自分を思ってく
れる人で、気兼ねせずに楽しく会話できる人
がいいですね。

　県をまたいだ移動
を控えるなど、なかなか遠くに出掛けること
ができないので、新型コロナが収束したら旅
行に行きたいですね。

　自然豊かでゆった
り過ごすことができて、とても恵まれた環境
だと思います。開発が進むなど自然が少なく
なっていく街もありますが、登米市は大切な
緑を将来に残していってほしいですね。

Monthly Hot Communication

Child

2019年12月10日生まれ
迫町・八幡　茉亜子さんの長男
これからも元気に笑顔いっぱいの毎
日を過ごそうね。

世界で働く国連職員に
　僕は５年生の時、自分と同じくらいの年
齢の男の子がテレビに出演していているの
を見ました。その男の子の夢は、国際連合の
職員になることだと話していました。初め
て聞く職業だったので、どんな仕事なのだ
ろうと思い調べてみると、紛争や貧しさな
どから世界の人々を救う素晴らしい仕事だ
ということが分かりました。以前から海外
で仕事をしたいと思っていたので、自分も
国連で仕事をしてみたいと思うようになり
ました。
　国連の職員になるのはとても大変なこと
だと思います。世界の国々の文化や言語、解
決しなければならない問題など、世界中の
ことをたくさん知る必要があると思いま
す。でも、勉強や努力を続けていけば、必ず
なれると信じています。
　小学校から大学までたくさん勉強し、夢
である国連職員を目指して頑張っていきた
いと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

くん（１歳）

甘えん坊で優しい陽介、いつも笑顔
をありがとう。大好きだよ。

くん（３歳）

201７年９月７日生まれ
米山町・大又　慶介さんの長男
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通
い
初
め
た
自
動
車
学

校
で
、お
父
さ
ん
が
指
導
員
を
し

て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

な
か
な
か
私
が
指
導
す
る

生
徒
に
当
た
ら
な
が
っ
た
ね（
笑
）。

頭
が
良
く
て
き
れ
い
な

人
だ
と
思
っ
た
よ
。話
し
も
上
手

だ
っ
た
ね
。ス

タ
イ
ル
の
良
い
人
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。名
前
の
読
み

方
が
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

照
れ
て
し
ま
っ
て
名
前

で
呼
べ
な
く
て
、し
ば
ら
く
先
生

先
生
っ
て
呼
ん
で
ま
し
た
ね
。

仕
事
が
忙
し
く
て
家
の
ご

　　

「
我
が
ふ
る
さ
と
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
お
か
え
り

モ
ネ
」を
見
て
、お
ら
方
の
こ
と
で

な
い
の
。沼
と
水
鳥
、そ
れ
に
オ
ラ

ン
ダ
風
車
が
あ
る
風
景
は
ど
う
見

て
も
兵
糧
山
の
よ
う
に
見
え
る
し
、

深
い
山
並
み
は
米
川
か
米
谷
あ
た

り
か
な
な
ど
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
に
、「
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
」を
書
い
て
も
ら
え
な
い
か
と

の
こ
と
。故
郷
を
後
に
し
て
早
や

半
世
紀
。若
き
日
々
の
こ
と
ど
も

は
忘
却
の
彼
方
だ
し
、手
紙
を
書

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
で
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
田
舎
弁
で
話
し
た
ら

つ
い
懐
か
し
く
な
り
、お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、近
い
と
こ
ろ
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
。毎
日
夕
方

発
表
の
全
国
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
競
技
事

前
合
宿
の
長
沼
誘
致
と
田
舎
の

Monthly Hot Communication

One's Home

ど
は
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
ね
。そ

れ
で
も
年
に
１
回
は
旅
行
に
出
掛

け
ら
れ
だ
の
は
い
い
思
い
出
だ
ね
。

奥
さ
ん
が
好
き
で
取
り
組

ん
で
る
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
あ

げ
で
、あ
ま
り
干
渉
し
な
い
こ
と
。

思
い
や
り
を
持
っ
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

今
は
ち
ょ
っ
と
し
た
集
ま

り
も
な
か
な
か
か
な
わ
な
い
か
ら
、

落
ち
着
い
た
ら
昔
か
ら
の
仲
間
と

ゆ
っ
く
り
旅
行
に
行
き
た
い
ね
。

地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
に
携

わ
っ
て
い
る
の
で
、参
加
者
が
増

え
て
地
域
も
活
性
化
す
る
よ
う
取

り
組
み
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

お
互
い
を
思
い
や
り
感
謝
を
忘
れ
ず

ニ
ュ
ー
ス
に
は
一
喜
一
憂
。は
や

10
年
と
な
る
原
発
事
故
や
津
波
、

震
災
、こ
と
に
閖
上
の
家
々
が
濁

流
に
の
ま
れ
、気
仙
沼
湾
が
次
々

火
の
海
に
な
り
舟
は
木
の
葉
の
よ

う
に
さ
ま
よ
い
、日
和
山
か
ら
見

る
町
の
様
子
を
た
だ
た
だ
は
ら
は

ら
し
な
が
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い

悲
し
い
思
い
で
テ
レ
ビ
に
し
が
み

つ
い
て
見
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

一
刻
も
早
く
苦
し
む
人
が
い
な
く

な
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。復

興
の
様
子
な
ど
東
北
、宮
城
、登
米

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
い
つ
も
敏
感

に
反
応
し
て
い
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
二
、三
十
年
前
、

東
京
麻
布
十
番
夏
祭
り
に
登
米
産

物
が
出
店
。出
張
販
売
の
人
た
ち

と
の
話
も
楽
し
く
故
郷
の
味
を
懐

か
し
く
味
わ
っ
た
も
の
で
す
。さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、高
校
時
代

に
弥
勒
寺
の
同
級
生
宅
で
い
た
だ

い
た
も
ぎ
た
て
の
梨
の
み
ず
み
ず

し
く
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。ま
た

佐
沼
中
学
校
第
一
回
卒
業
式
。教

室
で
授
業
を
受
け
た
覚
え
は
な
く
、

ド
ロ
ド
ロ
の
校
庭
と
生
覚
え
の
校

歌
を
出
来
た
て
の
体
育
館
で
歌
っ

た
こ
と
は
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

小
学
１
年
生
の
遠
足
は
兵
糧
山
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
頃
は
温
泉
や
風
車

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

近
所
の
小
川
に
は
蛍
が
飛
び
交

い
ド
ジ
ョ
ウ
も
い
ま
し
た
。遠
い

日
の
我
が
ふ
る
さ
と
で
す
。

●
10
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、８
月
31
日（
火
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、つ
や
ま
産
直
事
業
協

同
組
合
の
阿
部
隆た

か

吉よ
し

理
事
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
津
山
に
は
、地
元
産
の

野
菜
な
ど
を
販
売
す
る「
と
き
め

き
野
菜
」、地
元
産
の
食
材
を
た
く

さ
ん
使
用
し
た
料
理
を
提
供
す
る

お
食
事
処「
木き

里り

口く
ち

」、ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
木
工
品
を
販
売
す
る
ク

ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ「
も
く
も
く
ハ

ウ
ス
」が
あ
り
ま
す
。台
風
被
害
に

よ
り
本
館
が
工
事
中
の
た
め
、本

館
隣
の
物
産
館
で
営
業
し
て
い
ま

す
。

　

農
村
公
園
に
は
広
場
や
大
型
の

木
製
遊
具
が
あ
り
、休
日
は
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

産
直
で
は
、毎
朝
店
内
い
っ
ぱ

い
に
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
が

並
び
ま
す
。ま
た
、今
の
時
期
は
カ

ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、駄
菓
子

屋
コ
ー
ナ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に
好

評
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
油
麩
丼
や
は
っ

と
鍋
が
人
気
で
す
。暑
い
日
は
ふ

わ
っ
と
し
た
食
感
の
ア
イ
ス
カ
ッ

プ
が
お
す
す
め
。た
っ
ぷ
り
入
っ

た
果
実
の
爽
や
か
な
甘
さ
が
楽
し

め
ま
す
。

道
の
駅
津
山「
も

く
も
く
ラ
ン
ド
」

☎
０
２
２
５（
６
９
）２
３
４
１
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「
刀
剣
祭
」と
題
し
、館
蔵
の
刀

剣
を
中
心
に
作
刀
さ
れ
た
時
代
や

作
刀
地
に
よ
る
違
い
を
紹
介
し
ま

す
。

　

前
期
の
展
示
で
は
古
刀
を
中
心

に
、後
期
の
展
示
で
は
新
刀
か
ら

新
々
刀
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

刀
、薙
刀
、槍
な
ど
多
種
多
様
な
刀

剣
が
時
代
を
超
え
て
集
結
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
無
料
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
４
９
３
７
円
が
必
要
に
な
り

ま
す
）

15
人（
先
着
順
）

８
月
23
日（
月
）〜
９

月
１
日（
水
）ま
で

消
防
署
ま
た
は
各
出

張
所
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ

い▼
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

▼
消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

☎

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、悪
臭

の
発
生
、土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
と

いっ
た
私
た
ち
の
清
ら
か
な
生
活
環

境
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、法
律
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、日
用
品
や
生
活
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
か
ら
、大
型
家
電
、産
業
廃
棄
物

な
ど
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

素
晴
ら
し
い
登
米
市
の
自
然
環

境
を
子
ど
も
た
ち
に
残
す
た
め
、

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

９
月
８
日（
水
）〜
10
月
27

日（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

20
人千

円（
全
８
回
分
）

初
級
ク
ラ
ス

電
話

登
米

市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

■９
月
30
日（
木
）〜
10
月
１
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■10
月
５
日（
火
）〜
６
日（
水
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

■10
月
７
日（
木
）〜
８
日（
金
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時　
　
　
　

講
習
項
目
ご
と
先
着

10
人（
選
択
受
講
可
能
）

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２

階
第
１
研
修
室
）

無
料９

月
24
日（
金
）

電
話

市
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

９
月
10
日（
金
）〜
２

１
、２
回
程
度（
計
４
回
を
予
定
）

※
平
日
日
中
に
開
講
予
定

温
暖
化
や
生
物
多
様
性
な

ど
、各
種
講
座
に
よ
り
環
境
教
育

活
動
に
つ
い
て
広
く
学
び
ま
す

無
料

10
人
程
度

市
内
在
住
、
ま
た
は

市
内
で
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
で
市
民
生
活
部

環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

９
月
17
日（
金
）市

民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

刀
剣
祭

刀
剣
祭

企
画
展

企
画
展

SWORDS
FESTIVAL
SWORDS
FESTIVAL

フ
ェ
ス

フ
ェ
ス

【場所】登米懐古館
■入館時間／9：00～17：00
　　　　　（入館は16：30まで）
■観覧料金／大人400円、高校生300円、
　　　　　　小・中学生200円
■お問い合わせ／0220－52－3578

【期間】9月10日㈮
　　　～2月6日㈰

令和3年

令和4年

守守

来来

安安

信信
国国

定定

国国包包

畠畠

月月

村
正
村
正

秀秀
光光

家家

９
月
19
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

認
定
さ
れ
ま
せ
ん

普
通
救
命
講
習（
心
肺
蘇

生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、止
血
法

な
ど
）の
指
導
に
必
要
な
知
識
や

指
導
技
能
に
つ
い
て
講
習
し
ま

す
。

　

環
境
教
育
と
環
境
保
全
活
動
を

推
進
す
る
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、専
門
機
関
と
連

携
し
た
講
座
を
開
設
し
ま
す
。環

境
分
野
に
関
わ
る
専
門
家
か
ら
専

門
知
識
や
技
術
な
ど
が
学
べ
ま

す
。

月
上
旬
か
ら
月

９
月
８
日（
水
）〜
10
日

（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
１
日
８
時
間
、計
３
回
の
講
習

で
す
。全
日
程
を
受
講
し
な
い
と

収穫用品各種
大量入荷しました‼

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

15
人（
先
着
順
）

９
月
12
日（
日
）

消
防
署
、各
出
張
所

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
の
希
望
者
も
募
集
し
て

い
ま
す

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

月
６
日（
日
）

※
11
月
10
日（
水
）は
展
示
替
え
の

た
め
、企
画
展
示
室
は
閉
室
し
ま

す

登
米
懐
古
館

大
人
＝
４
０
０
円
、高

校
生
＝
３
０
０
円
、小
中
学
生
＝

２
０
０
円

登
米
懐
古
館　
　

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、収
入
が
下

が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措
置

と
し
て
所
得
見
込
額
を
用
い
た
簡

易
な
手
続
き
に
よ
り
、国
民
年
金

保
険
料
免
除
の
手
続
き
が
可
能
で

す
。

　

ま
た
、学
生
に
つ
い
て
も
、収
入

が
下
が
っ
た
場
合
は
、同
様
に
本

人
申
告
の
所
得
見
込
額
を
用
い
た

簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
が

可
能
で
す
。

▼
令
和
元
年
分
＝
令
和
２
年
２
月

分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま
で

▼
令
和
２
年
分
＝
令
和
２
年
７
月

分
か
ら
令
和
３
年
６
月
分
ま
で

▼
令
和
３
年
分
＝
令
和
３
年
７
月

分
か
ら
令
和
４
年
6
月
分
ま
で

※
届
出
の
用
紙
は
、日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、各
総
合
支

所
市
民
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

㊐

◉

❶ ❷

☎

㊏

◉

☎

㊍

◉

❶ ❷

☎

　

身
体
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発

見
し
、二
次
障
害
の
予
防
、生
活
機

能
の
維
持
・
改
善
を
図
る
こ
と
を

　

市
内
で
創
業
を
目
指
す
人
や
創

業
後
間
も
な
い
人
、新
事
業
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
る
経
営
者
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
コ
ツ

や
売
上
・
収
益
の
向
上
に
つ
な
が

ト
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
金
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
多
様
な
保
証
制
度
を

用
意
し
て
い
る
ほ
か
、創
業
・
事
業

承
継
な
ど
の
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
信
用
保
証
協
会
、金
融

機
関
の
窓
口
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
宮
城
県
信
用
保
証
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

中
小
企
業・
小
規
模
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
ま
た
は
こ
れ
か
ら

創
業
す
る
人

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店

の
推
進
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
な
ど
、国
民
の
豊
か
な
社
会

生
活
に
関
す
る
各
種
行
政
施
策
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な

資
料
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
し
た
内
容
は
、統
計
以
外

の
目
的
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

県
企
画
部
統
計
課

（
人
口
生
活
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
４
５
５

　

社
会
生
活
基
本
調
査
は
、国
が

実
施
す
る
統
計
調
査
の一つ
で
５
年

ご
と
に
生
活
時
間
の
配
分
や
自
由

時
間
に
お
け
る
活
動
状
況
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
対

し
、９
月
以
降
に
調
査
員
が
調
査

書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、仕
事
と
生
活
の

調
和（
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
）

目
的
に
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

検
診
で
は
、問
診
、計
測（
筋
力
・

関
節
の
動
き
・
移
動
機
能
な
ど
）、

医
療
相
談
、生
活
面
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

在
宅
で
生
活
す
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
有
す
る
18
歳
以
上

の
人

無
料

❶
９
月
８
日（
水
）＝
登
米
市
南
方

保
健
セ
ン
タ
ー

❷
９
月
22
日（
水
）＝
栗
原
合
庁

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

▼
登
米
中
央
商
工
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

　

８
月
27
日（
金
）か
ら
９
月
２
日

（
木
）ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化

週
間
と
定
め
、時
間
を
延
長
し
て

相
談
電
話
を
開
設
し
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
・
体

罰
」や
家
庭
内
に
お
け
る「
児
童
虐

待
」な
ど
、子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、人

権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
・
日
曜
日
は
、午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

※
予
約
不
要

無
料

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

下田中53番地8 0220-23-8688

る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、創
業
準
備
期

か
ら
創
業
期
ま
で
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
学
べ
ま
す（
全
３
回
）。

市
内
で
創
業
を
目
指
す
人

や
創
業
後
間
も
な
い
人
、新
事
業

へ
の
進
出
を
考
え
て
い
る
経
営
者

な
ど

❶
９
月
25
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

❷
10
月
２
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

❸
10
月
９
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

登
米
中
央
商
工
会
館

20
人無

料９
月
10
日（
金
）

❶
第
１
回
目

鈴
木
た
す
く

▼
創
業
の
心
構
え

▼
売
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

（
基
礎
編
）　

❷
第
２
回
目

鈴
木
た
す
く

▼
利
益
計
画
を
立
て
て
み
る

▼
事
業
計
画
書
を
作
成
し
よ
う

❸
第
３
回
目

鈴
木
た
す
く
／
渡
辺
進
也

▼
売
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

（
実
践
編
）

▼
個
別
相
談
会

※
希
望
者
を
対
象
に
し
て
実
施
し

ま
す

　
「
信
用
保
証
協
会
」は
、中
小
企

業・小
規
模
事
業
者
、こ
れ
か
ら
事

業
を
始
め
る
人
が
、金
融
機
関
か

ら
事
業
に
必
要
な
お
金
を
借
り
る

と
き
、そ
の
保
証
人
に
な
り
、お
金

を
借
り
や
す
く
な
る
よ
う
サ
ポ
ー

❸
10
月
20
日（
水
）＝
石
巻
合
庁

（
予
約
制
・
先
着
５
人
）

宮
城

県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
８
４
）３
５
９
２

➊

➋

➌

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,612 9,654 10,171 19,825 （15）

登米 1,771 2,225 2,374 4,599 （▲4）

東和 2,275 2,901 2,984 5,885 （▲9）

中田 5,257 7,555 7,817 15,372 （▲6）

豊里 2,128 3,123 3,195 6,318 （▲4）

米山 2,843 4,321 4,399 8,720 （▲19）

石越 1,541 2,279 2,280 4,559 （▲6）

南方 2,726 4,046 4,222 8,268 （▲18）

津山 1,130 1,466 1,600 3,066 （▲10）

合計 27,283 37,570 39,042 76,612 （▲61）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　県内では7月以降、交通死亡事故が連続して発生する異常
事態が続いています。自分や家族などの大切な命を守るため
に、緊張感を保持して安全運転を心掛けてください。

（令和３年7月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 51件 76件 ▲25件

死者数 1人 2人 ▲1人

負傷者数 55人 96人 ▲41人

物損事故
発生件数 788件 660件 128件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

㊋

㊋

㊋

９
月
24
日（
金
）午
後
１
時

　

登
米
秋
ま
つ
り
は
、３
４
４
年

に
わ
た
り
地
域
で
大
切
に
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
昨
年
度
に
続
き
、本
年
度
も
市

内
で
の
感
染
者
が
継
続
し
て
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
民
へ
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
が
万
全
に
で

き
な
い
と
の
判
断
に
よ
り
、開
催

を
中
止
し
ま
す
。登

米
秋
ま
つ
り
協

賛
会
事
務
局（
登
米
総
合
支
所
市

民
課
内
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
５
１

　

10
月
３
日（
日
）に
開
催
を
予
定

し
て
い
た「
令
和
３
年
度
登
米
市

産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、皆
さ
ん
の
健
康
と
安

全
を
第
一
に
考
え
、本
年
度
の
開

催
は
中
止
し
ま
す
。

　

開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆

さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
米
市
産
業
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会（
産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課　

企
業
振
興
係
）　　
　
　
　
　
　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

本
年
度
開
催
を
予
定
し
て
い
た

　

本
年
度
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
第
31
回
長
沼
レ
ガ
ッ
タ
」は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま

す
。

　

本
大
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

ク
ル
ー
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、来

年
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
願

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

広
報
と
め
８
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。▼【
令
和

３
年
宮
城
県
知
的
障
害
者
表

彰
】及
川
さ
ん
の
名
前
＝
竜
也

さ
ん

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ

ク
ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

成
年
後
見・
保
佐・
補
助
な
ど
の

法
定
後
見
お
よ
び
任
意
後
見
、併

せ
て
相
続
、遺
言
に
関
す
る
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

９
月
20
日（
月
・
祝
）午
前

９
時
〜
午
後
４
時

☎
０
２
２（
２
２
１
）６
８
７
０

※
予
約
不
要

宮
城
県
司
法
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

　

調
停
委
員
が
調
停
手
続
の
利

用
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

10
月
17
日（
日
）（
受
け
付

け
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
）中

田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▼
民
事（
借
入
債

務
、過
払
返
金
、金
銭
、土
地
建

物
、交
通
事
故
な
ど
）▼
家
事
（
夫

  

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
い
、悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘

行
為
、契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
・
多
重
債
務
な
ど
、消
費
生

活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

の
家
族

９
月
１
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

登
米
保
健
所

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

９
月
28
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
守

り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

　

出
店
者
、来
場
者
が
県
内
外
か

ら
大
勢
来
市
す
る
こ
と
な
ど
を
鑑

み
、皆
さ
ん
の
安
心
、安
全
確
保
を

最
優
先
に
考
え
、昨
年
に
引
き
続

き「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
中

止
し
ま
す
。

佐
沼
中
央
商
店
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
７
１
７

増
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
被
害

や
不
安
、苦
情
の
相
談
を
専
門
の

相
談
員
が
受
け
付
け
、問
題
の
解

決
や
未
然
防
止
に
向
け
て
の
手
助

け
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す
。

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分（
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
）

市
消
費
生

活
相
談
窓
口（
市
民
生
活
課
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

令和３年
累計

前年同月

人
間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
。秘

密
は
守
り
ま
す
。

９
月
15
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

登
米
保
健
所

前
日（
託
児
は
６
日

前
）ま
で
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

「
第
35
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」と「
と
よ
ま
産
業
ま
つ

り
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま

す
。本
大
会
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
ラ
ン
ナ
ー
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

今
後
、来
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
向
け
、再
び
県
内
外
か
ら
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
を
笑
顔
で
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

▼
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

＝
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習

課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

▼
登
米
市
と
よ
ま
産
業
ま
つ
り
＝

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
南
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
と
よ
ま
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
１
１
５

婦
、親
子
、扶
養
、財
産
分
与
相
続

な
ど
）

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す

登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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「
楽
し
く
歌
う
こ
と
が
一
番
の
目
標

だ
っ
た
の
で
、全
国
大
会
に
出
場

で
き
た
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
。

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」と
、

白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
、感
謝
の
気
持
ち
を

語
っ
た
。

　
「
令
和
３
年
度
民
謡
民
舞
少
年
少
女
宮

城
県
大
会
」（
以
下
、県
大
会
、日
本
民
謡
協

会
主
催
）は
５
月
23
日
、気
仙
沼
市
の
は
ま

な
す
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、米
山
中
２
年
の

後
藤
海か

歩ほ

さ
ん
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

後
藤
が
民
謡
に
出
会
っ
た
の
は
小
学
３

年
の
と
き
。旧
善
王
寺
小
か
ら
引
き
継
が

れ
、現
在
も
米
山
東
小
で
続
く
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
利
用
し
た「
民
謡
表
現
体
」

の
授
業
で
体
験
し
た
こ
と
だ
っ
た
。３
、４

年
を
対
象
に
し
た
同
授
業
は
、体
験
を
終

え
た
５
年
か
ら
新
し
く
始
め
る
３
年
に
引

き
継
が
れ
る
。３
年
に
進
級
し
た
直
後
、上

級
生
が
披
露
し
た
唄
を
聞
い
た
後
藤
は

「
こ
ん
な
に
堂
々
と
、大
き
な
声
で
歌
え
る

な
ん
て
す
ご
い
」と
胸
が
高
ぶ
る
の
を
感

じ
た
。

　

５
年
に
進
級
し
、月
２
回
の
体
験
授
業

を
終
え
て
か
ら
も「
も
っ
と
民
謡
を
続
け

た
い
」と
担
任
の
先
生
に
相
談
。体
験
授
業

で
講
師
を
務
め
て
い
た
衣
川
喜よ

し

仁じ

さ
ん

（
米
山
町
永
沢
・
宮
城
県
民
謡
道
連
合
会

会
長
）に
弟
子
入
り
し
た
。

　

週
に
１
度
、衣
川
さ
ん
の
自
宅
で
練
習

に
励
む
よ
う
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
唄
に

挑
戦
し
て
い
く
。「
自
分
の
個
性
を
出
し
な

が
ら
、思
い
切
り
歌
え
る
こ
と
が
す
ご
く

楽
し
い
し
、気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
」

と
、民
謡
の
魅
力
を
説
く
後
藤
。周
り
に
広

が
る
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、思
い
切

り
声
を
出
す
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
た
。

　

初
め
て
人
前
で
披
露
し
た
の
は
、地
域

の
秋
祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。観
客
か

ら
ど
う
思
わ
れ
る
か
不
安
を
抱
え
な
が
ら

の
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
が
、自
分
の
歌
を
楽

し
そ
う
に
聞
く
人
の
姿
が
脳
裏
に
焼
き
付

い
た
。民
謡
は
生
活
で
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
り
、一
度
も
練
習
を
休
む
こ
と
な
く
、

実
践
を
重
ね
な
が
ら
徐
々
に
実
力
を
伸
ば

し
て
い
っ
た
。

令
和
２
年
度
の
県
大
会
は
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
。後
藤
と
し
て

も
練
習
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
な
が
ら
、

中
学
２
年
と
な
っ
た
今
年
、初
め
て
大
き

な
大
会
に
出
場
し
た
。実
績
の
な
い
中
で

不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
、大
会
で
は
後
藤

の
他
、「
民
謡
衣
川
会
」の
会
員
が
尺
八
２

人
、三
味
線
２
人
、太
鼓
１
人
と
し
て
ス

テ
ー
ジ
に
参
加
。背
中
か
ら
響
く
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
が
、後
藤
を
後
押
し

す
る
。

　

県
大
会
の
演
目
と
し
て
選
ん
だ
曲
は
宮

城
県
民
謡「
米
節
」。米
を
称
え
る
祝
い
唄

風
の
歌
詞
が
特
徴
の
民
謡
だ
。「
民
謡
は
歌

詞
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
大

事
」と
い
う
衣
川
さ
ん
の
教
え
を
思
い
出

し
、普
段
の
練
習
で
目
の
前
に
広
が
っ
て

い
た
米
山
の
田
園
風
景
を
思
い
、気
持
ち

を
唄
に
込
め
た
。

　
「
所
々
声
が
裏
返
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

堂
々
と
歌
え
た
」と
大
会
を
振
り
返
っ
た

後
藤
が
、優
勝
と
い
う
最
高
の
結
果
を
残

し
、全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。衣
川

さ
ん
は「
教
え
始
め
た
こ
ろ
に
比
べ
る
と

本
当
に
上
手
く
な
っ
た
。曲
を
自
分
の
も

の
に
で
き
て
い
る
し
、何
よ
り
も
唄
に
迫

力
が
あ
っ
た
」と
、教
え
子
の
快
挙
を
手
放

し
で
褒
め
た
た
え
た
。

　

県
大
会
か
ら
１
カ
月
半
が
過
ぎ
、「
令

和
３
年
度
民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大

会
」が
７
月
４
日
、品
川
区
総
合
区
民
会
館

き
ゅ
り
あ
ん
で
開
か
れ
た
。

　

宮
城
県
代
表
と
し
て
臨
ん
だ
後
藤
だ
っ

た
が
、「
聞
い
た
こ
と
の
な
い
音
程
を
取
る

の
が
難
し
そ
う
な
唄
を
披
露
す
る
人
や
自

ら
楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
う
人
な
ど
、

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
た
」と
、全
国
の
舞

台
で
の
入
賞
を
逃
す
。そ
れ
で
も
、「
全
国

レ
ベ
ル
の
唄
が
聞
け
て
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。来
年
は
こ
の
舞
台
で
入
賞
し
た

い
」と
前
を
向
く
。母
の
美み

和わ

さ
ん
は「
人

前
に
出
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な

か
っ
た
娘
が
、民
謡
を
始
め
て
か
ら
積
極

的
に
な
っ
た
。娘
の
拠
り
所
と
な
っ
た
民

謡
衣
川
会
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
発
表

の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
か
な
い
」と
、結
果
以
上
に
娘
の

成
長
を
喜
ん
だ
。

大
会
の
演
目
と
し
て
選
ん
だ「
米
節
」

の
一
句
に
、「
金
の
な
る
木
が
な
い

と
は
嘘
よ　

辛
抱
す
る
木
に
金
が
成
る
」

と
い
う
歌
詞
が
あ
る
。「
努
力
す
る
人
は
報

わ
れ
る
」と
い
っ
た
意
味
の
こ
の
歌
詞
が
、

後
藤
の
一
番
の
お
気
に
入
り
。

　

全
国
で
の
入
賞
を
目
標
に
再
び
ス
タ
ー

ト
を
切
る
後
藤
。日
々
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
く
努
力
が
、次
の
全
国
大
会
で
大
き
な

実
り
を
付
け
る
。

Zoom Up Tome 2021

Folk Song
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「
第
41
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
宮
城
県
大
会
」は
６
月

26
、27
の
両
日
、大
崎
市
古
川
総
合
体
育
館

と
陶
芸
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
加
美
町
総
合

体
育
館
で
開
か
れ
、迫
愛
会
Jr.
が
５
年
ぶ

り
３
度
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

　
「
た
く
さ
ん
練
習
し
た
の
で
自
信
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、優
勝
し
た
瞬
間
は
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
」と
主
将
の
田
口
く
れ

は
は
、は
に
か
み
な
が
ら
優
勝
の
喜
び
を

語
っ
た
。

　

宮
城
県
大
会
に
は
、各
地
域
か
ら
32

チ
ー
ム
が
出
場
。山
王
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
と

の
初
戦
を
迎
え
た
迫
愛
会
は
、１
セ
ッ
ト

目
を
先
取
し
た
も
の
の
、ミ
ス
が
続
き
２

セ
ッ
ト
目
は
落
と
し
て
し
ま
う
。勝
負
が

決
す
る
３
セ
ッ
ト
目
の
開
始
前
、選
手
同

士
、「
切
り
替
え
よ
う
」と
声
を
掛
け
合
い
、

気
合
を
入
れ
直
す
。ミ
ス
が
減
り
、15
―
５

で
初
戦
を
制
し
た
。久
し
ぶ
り
の
実
戦
で

感
覚
を
取
り
戻
す
と
、遠
見
塚
ゴ
ー
ル
デ

ン
ス
タ
ー
ズ
、高
森
シ
ス
タ
ー
ズ
に
は
ス

ト
レ
ー
ト
勝
ち
。

迎
え
た
準
決
勝
。対
戦
相
手
の
仙
台
新

田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、１
６
０
㌢

を
超
え
る
選
手
を
３
人
そ
ろ
え
た
大
型
の

チ
ー
ム
。１
６
０
㌢
を
超
え
る
選
手
が
い

な
い
小
柄
な
迫
愛
会
は
、練
習
で
鍛
え
上

げ
た
サ
ー
ブ
が
最
大
の
武
器
。小
学
生
と

し
て
は
少
な
い
ジ
ャ
ン
プ
フ
ロ
ー
タ
ー

サ
ー
ブ
を
放
て
る
選
手
を
４
人
そ
ろ
え

た
。高
い
打
点
か
ら
放
た
れ
る
精
度
の
高

い
サ
ー
ブ
が
対
戦
相
手
を
翻ほ

ん

弄ろ
う

す
る
。鍛

え
上
げ
た
武
器
を
生
か
し
、21
―
８
、21
―

14
と
連
取
し
て
強
豪
を
下
し
た
。

　

決
勝
の
愛
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
戦

で
は
、１
セ
ッ
ト
目
を
17
―
21
と
競
り
な

が
ら
も
落
と
し
て
し
ま
う
。出
鼻
を
く
じ

か
れ
嫌
な
ム
ー
ド
が
流
れ
る
中
、「
声
を
出

し
て
い
こ
う
。絶
対
勝
つ
よ
」と
、田
口
主

将
が
チ
ー
ム
に
気
合
を
入
れ
る
と
、得
意

の
サ
ー
ブ
を
中
心
に
戦
況
を
打
開
。２
、３

セ
ッ
ト
目
を
も
ぎ
取
り
、逆
転
で
優
勝
を

決
め
た
。

　

袋
和か

ず

人と

監
督
は「
普
段
の
練
習
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
大
切
に
し
て
い

る
。今
回
の
優
勝
は
、自
ら
作
戦
を
考
え
実

践
し
た
子
ど
も
た
ち
と
、手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
た
日
本
一
の
親
の
会
の
お

か
げ
」と
、勝
因
を
語
っ
た
。

全
国
大
会
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
が
、青
森
県
で
の

東
北
大
会
を
10
月
に
控
え
る
迫
愛
会
。現

チ
ー
ム
の
集
大
成
と
し
て
、チ
ー
ム
一
丸

で
頂
上
を
目
指
す
。

Zoom Up Tome 2021

●男子の部
①佐沼Ａ＝１時間２分51秒＝②南方
Ａ③中田Ａ
●女子の部
①中田Ａ＝48分36秒＝②佐沼Ａ③津
山Ａ
●男子区間
（１区／３㌔）①佐竹悠哉（佐沼Ａ）９
分41秒②渡邊留唯（南方Ａ）③加藤寿
騎（米山Ａ）
（２区／３㌔）①岩渕慈玄（佐沼Ａ）10
分02秒②永浦覇久（南方Ａ）③岩渕俐
仁（中田Ａ）
（３区／３㌔）①佐藤陸玖（南方Ａ）10
分24秒②飯塚風葵（佐沼Ａ）③遠西彩
雅（米山Ａ）
（４区／３㌔）①佐藤瑠星（佐沼Ａ）10
分40秒②榊原京太朗（南方Ａ）③只野
來斗（登米Ａ）
（５区／３㌔）①千葉唯翔（米山Ａ）10
分34秒②金澤武生（石越Ａ）③髙橋瑠
（南方Ａ）
（６区／３㌔）①内海温琉（中田Ａ）９
分29秒②須藤悠太郎（登米Ａ）③加藤
慶悟（石越Ａ）
●女子区間
（１区／３㌔）①名嘉原姫奈（東和Ａ）
11分59秒②菊地夢衣（豊里Ａ）③猪又
虹羽（中田Ａ）
（２区／２㌔）①及川玲萌（中田Ｂ）８
分09秒②木川海（佐沼Ａ）③菅原美咲
（中田Ａ）
（３区／２㌔）①佐々木柚和（中田Ａ）
７分40秒②遠藤羽衣（佐沼Ａ）③豊原
歩美（米山Ａ）
（４区／２㌔）①小林芽咲（中田Ａ）７
分51秒②菊地りな（登米Ａ）③鈴木悠
愛（米山Ａ）
（５区／３㌔）①川嶋心結（中田Ａ）11
分48秒②阿部桃花（津山Ａ）③津花藍
里（米山Ａ）

市中学校駅伝競走大会結果

第 41回全日本バレーボール小学生大会宮城県大会優勝

Volleyball



編

集

後

記

▼
登
米
市
で
事
前
合
宿
を
終
え

た
ボ
ー
ト
競
技
ポ
ー
ラ
ン
ド

チ
ー
ム
が
東
京
五
輪
で
銀
メ
ダ

ル
を
手
に
し
ま
し
た
。選
手
へ

の
取
材
の
中
で
、一
番
多
く
出

た
フ
レ
ー
ズ
は
、感
謝
の
言
葉
。

ど
ん
な
こ
と
に
も「
当
た
り
前
」

で
は
な
く
、感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。（
三
浦
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
。コ
ロ

ナ
禍
で
交
流
が
減
っ
て
い
く
地

元
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
強

い
思
い
を
抱
く
２
人
。広
報
紙

を
通
じ
て
地
元
に
元
気
を
取
り

戻
そ
う
と
す
る
２
人
の
地
元
愛

に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。編
集

長
か
ら
の「
広
報
と
め
に
は
負

け
な
い
」の
言
葉
に
、緩
ん
だ
ね

じ
を
巻
き
直
し
て
も
ら
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

▼
気
象
予
報
や
防
災
、お
知
ら

せ
情
報
は
、よ
り
早
く
関
係
す

る
多
く
の
方
々
に
伝
わ
る
こ
と

で「
備
え
」や「
支
え
」に
結
び
つ

き
ま
す
。対
人
、物
事
の
予
測
、

様
々
な
情
報
も
同
じ
で
、相
手

の
立
場
や
思
い
、情
報
・
知
識
を

得
て
、共
感
や
備
え
に
つ
な
が

る
の
で「
何
を
信
じ
て
行
動
す

る
の
か
」を
意
識
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。（
髙
橋
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「目標は石越を知ることができる情報源。実際に
暮らしていても知らないことはたくさんありま
す。もっと地元のことを知り、興味をもってもらえる
よう知っているようで知らない石越を紹介したい」
と話すのは、広報紙石越らしさ編集長の千田さん。
　商工会青年部石越町支部の２人は、コロナ禍で
行事やイベントの開催が制限されている今だから
こそ、地域のためにできることはないか模索して
いた。「今年は石越町商工会が発足60周年を迎え、
記念事業としても何かやりたかった」と話す２人。
地域内交流の活性化を目指し、新しい時代に向か
う石越町の今を伝える広報紙「石越らしさ」を創
刊することを決めた。掲載する情報の基準は石越
らしいかどうか。石越町を離れて生活したことが

ある２人だからこそ客観的に石越を見つめ、地元
らしい話題を掘り起こすことが出来る。掲載する
情報は一生懸命何かに挑戦している人、地元商店
や事業所、笑顔の子どもたちなど地元にいる人の
顔が見える記事が中心の構成とした。制作部数は
2500部で隔月発行。住んでいる人だけでなく職
場が石越という人にも地域のことを知ってもらえ
るよう町内の店舗や事業所など34カ所で無償配
布している。
　二人三脚で始めた紙面作りは、準備号を含め３
回目の発行を数えた。「遠方にいる出身者や移住を
考えている人との情報交換のツールになってくれ
ればうれしい」と話す。石越でしか手に入らない
「石越らしさ」を届けるため、２人の取材は続く。

、 取材を通じた新たなつながり
が次の取材に結びつきます。
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